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令和７（2025）年度  

日本仏教社会福祉学会第 59 回大会立正短期大学 

第 59 回学術大会 開催ご案内（第 3 報） 
2025（令和７年）9 月 1 日 

第 3 報の発送にあたって 

「第 59 回学術大会」の開催が近づいてまいりました。今大会では、東京立正短期大学様のご協

力を頂きました。心より御礼申し上げます。 

第 3 報では大会日程および研究発表会のプログラムなどを中心にご案内させていただきます。

多くの会員の皆さまのご参加をお待ち申し上げます。 

 

 

【大会テーマ】「現代社会における居場所づくりの必要性」 

【大会日程】2025（令和 7 年）年 9 月 6 日（土）・7 日（日）（5 日：理事会開催） 

【大会会場】東京立正短期大学 （東京都杉並区堀ノ内 2-41-15） 

 

 

1 大会日程・概要 

 

【9 月５日（金）】 

令和７（2025）年９月５日（金）15 時 理事会：東京立正短期大学 302 教室 

 

【9 月６日（土）】 

9 時 00 分 受付開始   東京立正短期大学 ２階 エントランス 

9 時 30 分 物故者慰霊法要（短大 301 教室）  

導師：堀之内学園常務理事・立正大学名誉教授 北川前肇師 

司会進行：武田悟一大会委員 

10 時 00 分 開会式（短大 303 教室）  

10 時 30 分 公開記念講演（短大 303 教室） 
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講師：堀之内学園常務理事・立正大学名誉教授 北川前肇師 

  NHK こころの時代「宮沢賢治－久遠の宇宙に生きる－」講師（2023 年放送） 

題目：「宮沢賢治のめざしたもの」 

  ＊この公開記念講演は聴講無料です。  

司会進行：武田悟一大会委員 

 

1１時 30 分～13 時 00 分 昼食（短大 ２階学生ホール）   

随時、堀之内妙法寺境内散策 

 

13 時 00 分～16 時 00 分 シンポジウム （短大 303 教室） 

「現代社会における居場所づくりの必要性―寺院が居場所になるためには―」 

        シンポジスト 

寺院の立場から  古河 良晧師（日蓮宗常圓寺・東京都目黒区） 

実践者の立場から 唐沢 貴子氏（味噌カフェ・東京都西東京市） 

研究者の立場から 馬場 康徳氏（本学会会員・城西国際大学） 

        コーディネーター  栗田 修司氏（本学会会員・龍谷大学） 

司会進行：武田悟一大会委員 

 

16 時 05 分～16 時 35 分 学会賞受賞研究報告（短大 303 教室） 

日本仏教社会福祉学会第８回学会賞 

『近代日本の仏教と福祉―公共性と社会倫理の視点から―』 

著者 井川裕覚会員  出版社 株式会社法蔵館    

司会進行：渡邉義昭大会委員 

 

16 時 40 分～17 時 20 分  学会総会（短大 303 教室） 

 

17 時 30 分～19 時 30 分  懇親会（短大 ２階学生ホール） 
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【9 月７日（日）】 

 

研究発表会 東京立正短期大学 （短大 ３階教室） 

     9 時 00 分 受付開始 ３階 階段前 受付 

     9 時 30 分～12 時 30 分 研究発表会 （短大 ３階 302/303 教室） 

 

第 1 会場 302 教室  司会：長崎洋子（龍谷大学）   

補助学生：薩田実希・田中望愛（東京立正短期大学） 

 

9 時 30 分 村上 葵：福田会育児院史研究会 

『福田会月報』にみられる明治期の慈善箱投入金―寺社を中心に― 

 

10 時００分 大久保 秀子：浦和大学 

共同研究者  金田寿世 （浅草寺福祉会館） 

髙橋知恵 （   同   ） 

渡邊智明 （   同   ） 

井手友子 （   同   ） 

大塚明子 （   同   ） 

清水谷尚順（浅草寺教化部長） 

石川到覚 （大正大学名誉教授） 

浅草寺社会事業における三軌会館の意義 

 ～労働者宿泊保護への展開と終焉～ 

 

10 時 30 分 佐伯 典彦：居宅介護支援事業所ハッピーウッド  

繋がり・関係性をもって、生活の質を落とすことなく生き切って旅立った 

A 氏についての考察 

 

11 時 00 分 武田 悟一：立正大学  

長松日扇の教化活動にみる福祉－病気平癒を視点として－ 
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第２会場 303 教室   司会：馬場康徳（城西国際大学） 

        補助学生：村越立楓・太田琴葉（東京立正短期大学） 

 

9 時 30 分 張 ⽩璐：龍谷大学大学院 

中国における仏教高齢者福祉施設の現状から見た EOL ケア 

 

10 時００分 藤森 雄介：淑徳大学 

仏教社会福祉の視点から見た令和 6 年能登半島地震における仏教の取組み 

        第 1 報 －浄土宗僧侶・寺院の実践事例－ 

 

10 時 30 分 栗田 修司：龍谷大学  

福祉支援関係における仏法の視点を取り入れた重要事項 

 －バイステックの 7 原則の批判的検討から－ 

 

11 時 00 分 児玉 龍治：龍谷大学  

カール・ロジャーズと仏教 

 

 

２ 当日参加について 

  当日の参加申し込みも受け付けます。 

 

大会参加費（2 日間）：3000 円 

 事前に申し込みでない方は、当日参加費のお支払いをお願いいたします。 

・学生会員の方 参加費は無料になります。受付でお申し込みください。 

 

３ 昼食の事前、会員懇親会の事前申し込みの方 

受け付でのお支払いをお願いいたします（現金のみ） 

 

昼食費（9 月６日）：1000 円 事前に昼食お申し込みを頂いた方のみになります。 

受付にて、お支払いをお願いいたします。 

公開記念講演、終了後受付にてお渡しいたします。 

懇親会費（9 月 6 日）：3000 円 事前に懇親会のお申し込みを頂いた方のみになります。 

受付にて、お支払いをお願いいたします。 
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会場は、総会、２階玄関を出て右手の「学生ホール」にて開催となります。 

※ なお、昼食につきましては、東京立正短期大学の附近にコンビニなどが少ないため、昼

食につきましては、各自でご用意をお願いいたします。 

 

4 東京立正短期大学 会場案内図 
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5 東京立正短期大学へのアクセス方法 

 

東京メトロ丸ノ内線 新高円寺駅下車 徒歩 12 分  

※出口 1 をご利用ください。 

 新高円寺駅から約 800m。徒歩またはタクシー利用。 

東京立正短期大学 〒166-0013 東京都杉並区堀ノ内 2-41-15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京立正短期大学アクセス 
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6 宿泊について 

 

宿泊に関しましては、各自でご手配をお願いいたします。 

 

7：台風や災害時の対応について 

 

例年 9 月は台風シーズンとなります。本学会でも過去に台風の影響で大会日程を大幅に変更

したこともあります。また交通機関についても支障が見込まれることがあります。 

大会開催について、会員の皆様の安全を考え開催地に暴風警報発令の場合、開催時間の 3 時

間前に発令中の場合は午前の部を中止、午前 10 時時点で発令中の場合は午後の部を中止とし

ています。 

また、事前に台風の接近が見込まれる場合については、前日までに大会事務局として開催の

可否を判断させていただき、お申し込み者へ直接メールなどでご案内、またホームページでご

案内させていただくことをご了承ください。 
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令和７（2025）年度 日本仏教社会福祉学会 

第 59 回大会  研究発表の方へ 

 

1 自由研究発表について  

 

１）発表時間 報告時間20分、質疑応答や討議10分で、1報告30分を予定しています。  

２）会場備品 パソコンは会場備え付けのノートパソコン（OS:windwos11）をご使用く

ださい 

PowerPoint：Microsoft office 2019又は2021での作成をお願いします。他の形式の

での発表もできますが、対応するソフトがないこともありますのでご了承ください。 

   

発表当日、開始時間前にUSB等メモリーからノートパソコンのデスクトップに 各自で

コピーしてください。各会場にプロジェクターを設置し、発表に使用します。  

 

３）当日の配布資料について  

発表者で資料を配布される方は、30部程度（書式や印刷部数の判断はお任せいたしま

す）を当日持参してください。大会事務局では、印刷やコピーの対応はできませんので

ご注意ください。  
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大会期間中の問い合わせについて 

 9 月 6 日から 9 月 7 日の大会期間中の問い合わせに関しては、次の連絡先で対応させてい

ただきます。 

※大会期間中、9 月 6 日～7 日に限り、緊急時の連絡窓口をして下記の携帯番号で 

対応いたします。 東京立正短期大学大会 大会事務局 担当：渡邉義昭  

℡：090-6308-2402 

メールアドレス メール info.jabsws@gmail.com 

※留守電になることもありますのでご伝言を入れてください。 

折り返し電話いたします。 

 

開催については、本学会 HP でご確認ください 

 http://jaswas.wdc-jp.com/~jabsws/ 

学会 HP QR コード 

 

また、地震などの災害発生時は、行政の指示に従って行動をお願いいたします。 

 

 

 

令和７（202５）年度 第 59 回日本仏教社会福祉学会学術大会実行委員会 委員構成 

                   （五十音順） 

 清水海隆  武田悟一  馬場康徳  渡邉義昭 

 

 

本大会に関する問い合わせは、下記にお願いいたします。 

2025（令和 7）年度 日本仏教社会福祉学会学術大会連絡事務局 

  

〒260-8701 千葉県千葉市中央区大巌寺町 200 淑徳大学 

アジア国際社会福祉研究所 アジア仏教社会福祉学術交流センター内 

2025（令和７）年度 日本仏教社会福祉学会学術大会連絡事務局  

 

電話  043-265-9879   FAX  043-265-7339 

メールでのお問い合わせをお願いいたします。 

メール info.jabsws@gmail.com 

http://jaswas.wdc-jp.com/~jabsws/

